
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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用途区分 原単位の指標 目標年度（計画） 増減率（計画 墹減率実績）

注１該当する□には、レ印を配入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の妃入は不要です。

２「基噸年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間の殿終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車運送事業者については使用の本拠の位匿を京都府内
とする車両の排出する温室効果ガスを．鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い
発生する温室効果ガスをいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出量等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を妃入してください。「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産致瞳．
延べ床而稲、走行距離等）を艇入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減鼠等」のうち「森林の保全及び笹備」の「目標年度（計画）」欄には計画期間中の目標の累計を．「報告年度（実綱）」欄には実績の累Hfを腿入して
ください。

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出量の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用、特定フロンなどの条例指定外の混室効果
ガスの削減などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都府長岡京市神足焼町１番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

パナソニックセミコンダクターデイスクリートデパイス株式会社
代表取締役社長池永泰夫

事業者の主たる
業種 電気機械器具製造業

該当する事業者
要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上））

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 【ﾊﾞﾅｿﾆｯｸｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄﾃﾞﾊﾟｲｽｸﾞﾙｰﾌﾟｰﾄｯﾌﾞｺﾐｯﾄﾒﾝﾄより抜粋】
パフォマンスの確実な実践：省エネルギー、省資源、化学物質削減、廃棄物排出量削減を実践する。

推進体制 社長を環境事業経営者とする「全社環境組織」を設置し、ISOl4001を円滑且つ効率的に運営する事により、
省エネルギーを計画的に且つ確実に実施する。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001 

適用範囲 本社(長岡京）・亀岡事業場の全領域

取得年月日 1997年６月24日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

2２ 

2２ 

2２ 

設備、対象、工程等

工場製造部門(亀岡）

施設･原動技術部門

オフィス･共用場所

措置内容

工程配置見直し及び歩留り改善による生産性効率向上化､機器集約化に伴う(稼働)台数削減､蒸気配管保温ｼﾞｬｹｯﾄ被服。

窒素製造装邇稼働時間短縮化､パッケージ型(業務用)インバータ式エアコンの導入、屋根の断熱塗装化による空調負荷低減。

(広範囲な)Ｈｆ型蛍光灯照明器具への更新､トイレ等の自動点消灯化､非対人用空調機の設定温度見直し､ｸｰﾙﾋﾟｽﾞ･ｳｵｰﾑﾋﾟｽﾞ推進。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

9,116ｔ 8,897ｔ -2.4％ 7.775ｔ -14.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ ９．１１６ｔ ＊Ｚ ８，８９７ｔ -2.4％ ＊４ ７，７７５ｔ -14.7％ 

本社及び亀岡(事)は当初計画した並びに毎年追加計画した多彩な省エネ施策を講じた事により､十分な省エネ成果を挙げる事ができた｡

亀岡(事)では事業計画以上のモノ造りが行われ､本社移動(3事業場体制)というを経過を踏んだが、目標を大いに達成できた事に満足する。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

％ ％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組鼠等 (二酸化炭素換算）

(整臓面積） hａ (吸収鼠） ｔ 

(利用量） Ｉｎユ (削減鼠〕 ｔ 

(充電鼠） kwｈ (削減鼠） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(購入鰍） kwｈ (削減量） ｔ 

＊:１， ｔ 

報告年度（実績）

取組髄等 (二酸化炭素換算）

(整臓而楓） hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） Ing (削減量） ｔ 

(亮電麓） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(鴎入量） kwｈ (削減量） ｔ 

＊Ｆｉ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 9,116ｔ 

目標年度（計画）

８，８９７ｔ (o2)－１０３１ 

増減率（計画）

-2.4％ 

報告年度（実績）

(９`I)－(*5１ ７，７７５ｔ 

増減率（実績）

-14.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

亀岡事業場は従業員による周辺地域の清掃活動を定期的に実施している。
本社は上位グループ主催の自然保護ボランティア活動に参加した。

特記事項
平成２１年９月１日付で本社は“京都市右京区梅津”から
含めないで、ＣＯ２排出量及び原油換算量を算出している。
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長岡京市'，､に移ったため、平成２２年度の削減報告書より１日本社．梅津建屋は


